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Abstract 
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This paper deals with how high schools perc巴ivetheir surrounding communities， focusing on the 

opportunities， contents and effects of their efforts. We classified schools into six categories， choosing high 

schools whose cooperation with the comrnunities was strong， and conducted questionnaires and interviews. 

The results are as follows; 

1. Cooperation betw巴enhigh school and community had a strong educational effect on students. 

2. Cooperation between high school and community often led to the setting of local problems resulting in 

reinvigoration ofthe community. 
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し問題の所在と研究方法

前報では、高等学校(以下、高校と略す)での学校と地域との連携の現状を明らかにし、その

傾向と問題点について考察を行なった。その結果、地域環境・地域生活について生徒の学ぶ機会

を設けている高校は半数以下であり、具体的な実施方法については、教科内よりも教科以外での

時聞が多かったことが確認された。本報では、学校教育のなかで学校と地域との連携をより良い

ものにしていくために、連携している具体的取り組み事例をみていき、取り組みのきっかけや内

容、その効果を明らかにしていく。

連携事例については、実施主体として、高校、地域、学校・地域相互、の 3主体を一方の軸に、

活動の場として、学校、地域、の 2つを他方の軸にあげ、相互の関係から 6つのタイプに類型化

した(表 1)。本報では、これら連携タイプについて、京都府の公立高校、および全国国公立高

校対象に行なったアンケート調査吋の自由記述についてみていく。京都府の公立高校の調査対

象校については、京都府教育庁指導部高校教育課振興係へのヒアリング調査結果を参考にして選

定した(表 2)0

表 1.高校・地域の連携タイプ

品等学校による事例 実施主体 活動の場

①A品校 学校 学校
②地域の人材の活用事例注) 地域 学校

③B両校 学校・地域 学校

④C局校 学校 地域

⑤D両校 地域 地域

⑤E品校 学校・地域 地域

注)地域の人材の活用例については、アンケート調査結果の自由記述をもとに活用事例をまとめた。

表 2.高校教育課へのヒアリング概要

対象者

日時

目的

京都府教育庁指導部高校教育課振興係

2003年6月27日
2004年5月13日

京都府の取り組みについて
平成14、15、16年度における特色ある高校の地域への取り組みに
ついて資料収集

1I.結果

1. r実施主体および活動の場が学校」の事例

1 )調査の概要

「実施主体および活動の場が学校jの事例からは、生徒および周辺地域住民への調査により、

地域へ向けた活動に取組むことによる生徒の意識の変化、高校が実施する地域への取り組みに対

する認知度と意識を明らかにする。調査方法は、主にアンケート調査である(表 3)。
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表 3冊 A高校におけるアンケー卜回収率

一主盆
辺但主ヰ且

270票 600票
225票 106票
83.30% 17.70% 
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A高校は、京都府木津川市に位置し、創立して 100年を越える学校である O 地域に根ざした

学校作りを目標に、高校が実施主体となって地域へ向けた活動を行っており、学科は、システム

園芸科、情報企画科の 2つの専門学科と、普通科の計 3学科で構成されている。

2)結果と考察

① 地域と連携した取り組み内容について

取り組み内容としては、環境教育、体験学習、ボランテイア活動、地域連携事業などを行って

おり、希望者のみで行う活動、部活動で行う取り組みの他に、授業のなかにも地域への取り組み

を組み込んでいる(表 4)。

写真 1，;t，情報企画科によるパソコン教室で、地域住民を対象に実施されている。実施期間は

2004年 12月15日-17日の 3日間で、 31-73歳までの 30名が参加し、生徒たちの指導を熱心

に聞いていた。また、地域の小学生を対象と Lたパソコン教室も開催している。その他にも、情

報企画科では、販売員として一般客と接する機会や販売基礎訓練等の企業実習も行なっている。

② 地域と高校が連携することによる効果

高校が実施している地域への活動に参加したことがある生徒を対象に、地域に対する関心の変

化を調べた結果、地域への活動の参加によって、「非常に関心を持てた」が 14.4%、「ある程度関

心を持てた」が 58.8%であり、73.2%の生徒が地域への関心を示した(図1)0

地域への活動の参加者のうち、意識に何らかの変化があった生徒の割合は 59.8%(67人)である O

変化した意識で最も多かったのが「視野が広くなったj、次いで、「高校以外での活動にも参加j、「高

校以外での地域へ活動に興味を持ったjなど、高校で行う地域への取り組みを通じて、地域へ自

主的に関わっていくようになったという効果がみられる O

写真 1.住民対象のパソコン教室①
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あまり関，むを
もてなかった

13.4% 

非常に関心をもてた
14.4% 

関'Uを
もてι
58.8児 合計:97人

図1.生徒の地域への関心の変化

③ 地域と高校が連携を続けるための課題

A高校が行っている取り組みに対して、住民の 90%以上が必要だと考えており(図 2)、さらに、

高校側が地域へ向けて働きかけることは重要だと考えている O また、学校の地域への取り組みに

対する住民の印象は良く、(図 3)、これらの取り組みは、高校と地域の良い関係を築くための有

効な手段となることが確認できた。

無回答

非常に必要だと思う
33.0% 

3.8% 

けつこう必要で、あると思う
54.7% 

n = 106 

図2.住民の地域への取り組みの必要性

無回答 0.9%， ~良い印象ではない 2.8% 

非常に良い印象である
25.5% 

あまりよい印象ではない 1.9% 
特に何も感じない 2.8% 

良い印象である
66.0% 

n = 106 

図3.住民の地域への取り組みの印象

しかし、高校が実施する地域への取り組みに対する周辺住民の認知度は低く、高校との距離に

応じて、情報伝達不足が生じている。地域に対する取り組み自体は、高校周辺住民に受け入れら

れていることから、情報伝達不足の改善が課題としてあげられる(図 4)。
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44J1% 
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5413% 

日% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

図4.住民による各取り組みの認知度

2. i実施主体が地域、活動の場が学校」のタイプ

アンケー卜調査の自由記述記載にみる地域の人材の活用の事例
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「実施主体が地域、活動の場が学校jとして展開しているタイプには、人材の活用、学校施設・

設備の利用などあるが、本稿では、主として地域の人材の活用事例について述べる O

1 )調査の概要

調査方法は、本稿研究方法で述べたアンケート調査の通りである。以下の結果は、当調査の質

問「学校と地域の連携に際して、地域住民を活用している事例」に対する自由記述をまとめたも

のである。

2)結果と考察

① 地域と連携した取り組み内容について

地域の人材が活用されている事例では、経営者、生産者、資格保持者、職人、公的機関の職員

など様々な地域住民が活用され、その活動も講義、実習、住民向けの教室、調査活動など多岐に

わたっている(表 4)。

② 地域と高校が連携することによる効果

以上のように、各教科、総合的な学習の時間、特別活動、部活動など地域の人材や専門家など

が学校教育へ参加する例は多岐にわたり、生徒は地域に関する独自の、そして、様々な教育を受

ける機会を得ることができる O
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表 4.全国のアンケート調査からみる地域の人材が活用されている事例 (2002年時)

企業 講/きのこ研究栽培(理)

動物園 講/生態(理)

パン屋 実/天然酵母パン(農)

花屋 実/7ラワーアレンジメント(農)

楽器屋 部/指導(部)

豆腐屋 実/旦腐っくり(家)

動物診療所 講/職業観・勤労観育成(総)

自営業
実/茶道(家)

講/乳児の発達(家)

講/ハーブの効用等(農)

旅館経営者
実/郷土料理(家)

企業経営者 議/商業全般(商)

各経営者 鉄工所経営 講/企業の求める人材(総)

地元商庖街 講/商業(商)

商工会
議/職業観・勤労観育成(総)

実/指導・助言(商)

わかばの会 実/地冗野菜(家)

生物研究会 7/自然ー 111水系(理)

和装振興財団 実/着物着付(家)

フェリー勤務者 講/体験談及r.f'父流(水)
実/視覚障害(福)

銀灸師 実/盲人卓球実践(福)

部/指導(部)

審判員 実/ゲートボール(保体)

指導者 実/太極拳(保体)

社会体育指導員 部/指導(部)

柔道整復師 講/人体構造(枯)

漁業従事者
講/養殖について(水)

実/魚料理(家)

生産者
実/田植え(社)

農業従事者 議/職業観・勤労観育成(総)

実/茶摘体験(家)

講/経営・管理(農)

弁護士
実/模擬裁判(国)

講/現代社会の問題(社)

資格保有 司法書士 講/消費者教育(家)

者 調理士 実/和食(家)

建築士
講/職業観ー勤労観育成(総)

実/実習(建)

議/講義実/実習フ/フィルドワ-7
部/部活動詞/調査活動

③ 地域と高校が連携を続けるための課題

講/城と城下町(社)

史編纂委員 議/古山陰道(社)

7/歴史:城下町(社)

学芸員 講/芥川龍之介(国)

記念館職員
7/歴史(社)

講/近代・現代(社)

文化財保護委員
詰/中世(社)

7/歴史:神社・城郭(社)
公的施設・ 文化センタ一員 講/俳句概論(社)
機関の職員

海洋センタ一員 講/海と文化(社)

県埋蔵文化
調/遺跡発掘調査(社)

センタ一員

陶芸館職員 実/陶芸体験(芸)

博物館職員 講/文化の変遷(商)

講/子ともの発達(家)

保育園 講/人権問題(特)

(園長ー保育土) 講/国際理解講座(特)

実/保育実習(家)

実/染色(家)

染色家 議/商品企画(商)

専門職業人
講/オリジナル商品開発(商)

陶芸家 実/陶芸体験(家)

茶道家 実/茶道(国) (社)

日本舞踊 実/日本舞踊家(総)

ロータリークラブ
議/企業紹介(総)

実/模擬面接(総)

戦争経験者 講パ主外研修事前学習(特)

福祉関係者
車椅子フンナー 講/生きがいとスポーツ(特)

手話ボランァイア員 実/手話(福)

NGOより講師 調/海岸観察(理)

ボランァイアコー
議/ボランテイアについて(総)

デイネーター

子育て中の主婦
講/子育て(家)

実/保育実習(家)

その他 高齢者 実/浴衣製作(家)

お寺関係者
講/環境遺産保護(社)

講/生き方・在り方(総)

(国)国語 (3:里)理科 (社)

(家)家庭科 (芸)芸術 (保体)保健体育
(総)総合的な学習の時間 (特)特別活動 (部)部活動

(建)建築系学科 (商)商業系学科 (水)水産系学科
(福)福祉系学科 (能)農業系学科

地域の人材活用は、多岐にわたって行なわれているが、専門学科または、総合的な学習の時間、

部活動、特別活動など教科以外での取り組みが多い。現在、学習指導要領の改訂に関して様々な

審議が行なわれている。審議報告書においては、学校外の人材(地域の人材や専門家など)が、

地域の子どもの教育や学校教育に積極的に参画することが求められており 1)、今後も学校教育に

おける地域の人材や専門家の活用は、積極的に望まれている O そのような状況の中で、特定の生

徒のみが対象となる専門学科、または、教科以外の取り組みだけではなく、学校教育として地域

について学ぶ機会ができる限り平等に与えられるように普通科および各教科において、地域の人
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材をどのように活用していけばよいのかが課題としてあげられる。

3. r実施主体が学校と地域、活動の場が学校Jのタイプ

1 )調査の概要
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「実施主体が学校と地域、活動の場が学校」の事例からは、実施主体者の教諭、生徒の調査に

より高校が地域への活動を行なうことで学校周辺地域の住民や生徒に与える影響について明らか

にする。調査方法は、主にヒアリング調査である。調査内容、調査期聞は、以下の通りである(表的。

表 5. B高校における調査概要

ヒアリング対象者 調査内容

1 )地域と連携した取り組みについて

理科教諭 2)地域と高校が連携することについて

家庭科教諭 3)地域と高校が連携するための要因
4)通学園について

調査期間 2003年7月初日

B高校は、京都市伏見区に位置しており、学校週 5日制の実施を踏まえて学校周辺の地域住

民を対象とした土曜日における体験活動を充実するための取り組みを実施しているヘ

2)結果と考察

① 地域と連携した取り組み内容について

取り組み内容としては、学校を開放して天体観測会やコンサート等を行っている。天体観測会

では、学校に設置されている「大口径天体望遠鏡jを地域住民に開放し、吹奏楽部と地域住民と

の共同のコンサートが行なわれている(写真 2)。また、 B高校では、地域住民を対象に、様々

な教室も開催している(写真 3)。このように、桃山高校では、学校に設置されている教育資源

や施設を地域の住民に開放し、地域の住民対象に様々な教室が企画され、教師や生徒などの人的

な資源を地域に還元している。取り組みを始めて 6年目であるが、取り組みに対しての地域住民

の反応は非常に良く、多くの住民が参加している。

写真 2同天体観測会 写真 3.おもしろ理科実験教室

② 地域と高校が連携することによる効果

地域と連携した取り組みを行なって良かったと感じる点について、取り組みを中心となって行

なっている教員へヒアリング調査したところ 3点に集約できる。 1点目は、教員側への効果であ
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る。「教える意欲が得られる」、「発見がたくさんある」、といった教員側の学習と意欲の効果がみ

られる。 2点目は、生徒への教育効果である O 教室の授業の中よりも、自分で考え、発見出来る

という問題解決学習に発展しやすく、生徒が地域の事を知ることが出来る機会となっている O ま

た、生徒が自分で調べたものや日頃から練習したものを発表できる機会も得られている。天体観

測会や理科の実験教室では、学校で習ったことや自分たちで調べたことを、また、コンサートで

は練習の成果を地域の住民に発表し、そのなかで住民との交流も得られている。 3点目は、学校、

生徒、両方への効果として地域住民との交流の機会となり、学校と地域とがより深く、良い関係

を築くきっかけとなっている O

③ 地域と高校が連携を続けるための課題

実施主体者である教諭は、地域と連携した取り組みを行ないたいと考えている者は、学校側に

も地域住民側にも数多くみられるという見解である。しかし、連携に対しての意識は高いものの、

連携の方法に対する知識が少ないため、連携が出来ていない状況である O こうした状況を変える

ことが、学校と地域との連携をより円滑に進めていくために必要である O 今後の課題として、以

下、 3点があげられる o 1点目は、学校全体で連携する雰囲気を作ることである。教員の参加と

協力を学校全体で呼びかけ、体制として整えていく必要がある。 2点目は、連携に関する情報を

広く提供することである。情報を発信することで、取り組みに前向きな者が集まり、さらに、増

えていくことで学校と地域の連携が進んでいく。 3点目は、学校内の事務職員の協力を得ること

である。情報提供について事務職員の協力が得られればより充実した情報伝達を行なうことがで

きる。また、事務職員が、当日の受付や住民への対応など教員だけではカバーできない役割を担

うことにより、地域と円滑に連携することができ、なおかつ、取り組みの継続につながる。

4. r実施主体が学校、活動の場が地域」のタイプ

1 )調査の概要

「実施主体が学校、活動の場が地域」は、京都市西京区に位置し、「オープン文化祭Jという学

校行事を地域の施設で行なっている。洛西高校の事例からは、生徒、オープン文化祭来訪者、お

よび高校周辺住民を対象とする各調査から活動の成果と問題点を明らかにする。調査方法は、主

にアンケート調査である(表 6)。アンケートの対象、内容及び配布・回収方法は以下の通りで

ある(表 7)。

表6. C高校におけるアンケー卜調査概要

対象 目的 方法

C高校生徒
オープン文化祭を行った後の地域に対

オープン文化祭が行われた翌週に全校生徒を対象に配布、回収
する意識の変化と分析

オープン オープン文化祭の感想と品校に対する
オープン文化祭当日に来場者に手渡しで配布、回収

文化祭来訪者 意識の変化の分析

高校周辺住民
オープン文化祭の認知度と高校への意

洛西高校の周辺3地域に配布、郵送により回収
識の分析
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表 7. C高校におけるアンケー卜調査配布回収結果

アンケート対象者

調査期間

配布数

回収数

回収率

2)結果と考察

生徒用

2003年9月第 3週

801票

772票

96.40% 

① 地域と連携した取り組み内容について

来場者用

2003年 9月 13日

179票

59票

33.00% 

周辺地域用

2003年 10月中旬

600票

101票

16.50% 

101 

オープン文化祭は、 1992年から開催され、毎年、多くの地域住民や保護者が参加をしている

観覧型の行事である。活動の内容は、地域内のパレード行進(写真 4)、吹奏楽の演奏、学内活

動の展示(写真 5)、演劇の上演、などがあげられる O

写真 4.地域内をパレード行進

② 地域と高校が連携することによる効果

写真 5.施設を利用した
学内活動の展示

高校が地域と連携して行事を行なうことは、地域の活性化にもつながり、現在では、地域社会

の1つの行事として定着している O また、生徒からのアンケート調査では、地域と連携した取り

組みに対し、約 8割の生徒が必要性を感じていた。また、オープン文化祭の来場者からは、取り

組みに参加することにより、「好意を持った」、「学校を知ることが出来た」といった自由記述回

答が多くみられた。

③ 地域と高校が連携を続けるための課題

オープン文化祭は、全校で行なっている取り組みであるが、地域住民との関わりを「話すJと

いう機会でみると、「地域住民と話す機会があったj者は生徒全体の 2割であった。また、学年

別にみると、 1年生と 2年生とで地域住民との関りに差がみられる O 生徒全員が地域住民と関わ

れるような内容にしていくことが課題である。
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5. I実施主体および活動の場が地域jのタイプ

1 )調査概要

「実施主体および活動の場が地域jは、京都府亀岡市に位置しており、 I類(標準系・文理科系)、

H類(文理系)、皿類(芸術系)で構成されている o D高校の事例からは、生徒を中心とした調

査により、活動の成果と問題点を明らかにする。調査方法は、主にアンケート調査であり、対象

は日本文化コースの生徒 18名である(調査期間 2004年 11月)。

2)結果と考察

① 地域と連携した活動内容について

日本文化コースは O 類文系の生徒が第 3学年で選択できるコースとして存在し、毎年、地域に

関連した内容をまとめた『久遠の知』というレポート集を生徒が作成している(表 8)。

表 8. D高校におけるレポート題材名

年代 ァーマ

1997年 亀岡の土地利用

1998年 亀山城下町の復元模型の作成

1999年 城下町亀岡の町並み調査

2000年 亀山城天守閣復冗模型の制作

2001年 亀岡品等女学校の歴史

2002年 保津川下りの今とこれから

2003年 亀岡の京野菜

2004年 綿からタベストリ へ
2005年 亀岡の古墳分布模型の作成

また、日本文化コースでは、毎年、高校周辺の地域行事である祭を研究テーマの 1っとして取

り上げている。地域の祭について事前に学習し地域の丈化の理解を深め(写真 6)、当日は、実

際の祭りに参加している(写真 7)0

写真 6.事前学習 写真 7.亀岡祭り

② 地域と高校が連携することによる効果

地域の行事に参加することで地域住民との交流が行なわれていた。生徒は、交流を経て、「地

域に対し何らかの意識変化があったj と回答し、高校が地域と連携することに対して前向きな意

見が大半であった。地域を場として連携することは、生徒と地域住民の聞に連帯感を生み出し、
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住民にとっては地域活性化、学校にとってはより実践的で、かつ意欲を持って関われる学びの場が

出来るという効果がある。

③ 地域と高校が連携を続けるための課題

D高校の取り組みの長所は、取り組む生徒が少人数であるため、一人ひとりが地域交流を行な

いやすい点にある O しかし、生徒にとっての教育効果は大きいものの、日本文化コース以外の生

徒は関わっていない。学校全体、またはクラス単位で連携を行なっていくためには、どのような

方法で行なうのかが課題である O

6. I実施主体が学校と地域、活動の場が地域」のタイプ

1 )調査概要

「実施主体が学校と地域、活動の場が地域Jについては、生徒および活動を受けた地域住民へ

の調査により、高校が活動を行なうことで、生徒および地域住民にどのような影響を与えるのか

を検討することが目的である。調査方法は主にヒアリング調査である。調査内容は、以下の通り

である(表 9)。

表 9. E高校における調査概要

対象者 | 福祉科教諭 生徒

調査内容 |地域と連携した活動について 活動を通しての意識変化

調査期間 2003年7月11日

E高校は、京都府宇治市に位置している。西宇治高校では、スポーツを通して障害者や児童、

高齢者の人々を理解する「スポーツ福祉実践j、社会福祉についての基本と車イス操作などの実

技を学ぶ「社会福祉基礎j、バリアフリーやコミュニケーションについて学ぶ「社会福祉援助技術J、

家族の健康と福祉に関する知識や基本的な技術を学ぶ「家庭看護・福祉」などの福祉関連の科目

が設置されている。また、字j台市には、学区ごとに福祉に関する委員会が設置されており、福祉

のまちづくりに取り組んでいる O

2)結果と考察

① 地域と連携した取り組み内容について

E高校が所在している地区には、福祉協議会が設置されており、毎月 2回、地域の独居老人宅

に配食サービスを行なっている。夏の聞は、食中毒の心配から配食の代わりに西宇治高校の生徒

と共同で、学校周辺の独居老人宅を訪問する「友愛訪問」活動を 1994年から実施している O 訪

問は、教諭2人と福祉科目を選択している生徒、福祉協議会の福祉委員及び地域住民20名で行なっ

ている。 1つのグループには、高校生 2名に地域住民がボランテイア員として付き添い、日常生

活で使用する洗剤などを土産として独居老人宅を 2-3世帯訪問している(写真 8)0訪問後は、

取り組みを通しての意見交換や、地域の問題の lつである高齢化に対しての話し合いが行なわれ

ている(写真剣。
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写真 8副「友愛訪問j 写真 9.r友愛訪問j後の報告会

② 地域と高校が連携することによる効果

現在、地域社会では、核家族世帯が多いために、高校生が高齢者と交流する機会が少なくなっ

てきている o r友愛訪問jに参加した高校生も、高齢者と同居している者は 19名中 2名であり、

地域の高齢者と接することは、高齢化について考える良い機会となっている。高校生からは、「自

分の知らない時代の話を開くことができてとても良い勉強になったj、「高齢者と話す機会が少な

いので、このような機会があって良かったjなどの感想がみられ、取り組みに前向きの意見が大

半であった。また、「学校の周りに 1人で暮らしている高齢者がこんなにたくさんいることを全

く知らなかったよ「周辺の人に助けられていると言っていたので、近所つきあいなどが大切であ

ると感じたjなどの意見もみられ、住民間士のつきあいの大切さや周辺地域の現状の理解にもつ

ながっていた。生徒にとって身近な地域で活動を行なうことは、生徒自身の生活を強く意識させ

るものであり、また、住民同士のつながりの大切さなど、地域での現実の問題に直面することに

より、それらの問題について表現、解決する能力を身に付ける重要な機会となっている。

③ 地域と高校が連携を続けるための課題

家庭や地域社会では、高齢者と接する機会が少なくなっている中で、学校教育でこうした体験

を行なうことは、より一層必要とされてきている。今後、少子高齢化に伴い、地域で解決してい

かなければならない問題は増えていく。学校には教員などの人的資源の他に、設備、用具などの

物的資源が備わっている。それらの学校の資源を地域住民に還元することは、学校と地域のつな

がりを深めるだけでなく、地域の問題を解決することにもつながる。地域の人材や教育資源を学

校教育に取り入れるだけではなく、学校の教育資源をどのような形で地域に還元していくのか課

題としてあげられる O



黒光高等学校における地域との連携に関する研究その3 105 

III. まとめと考察

学校と地域とが連携することにより、学校教育現場における効果と、地域社会における効果の

両方が期待できる。学校教育における効果としては、地域の教育力を学校に取り入れていくこと

で生徒への教育効果が期待できる。生徒は地域と関わることで、①地域に対しての興味や問題意

識が高まる、②身近な地域を活用するため、直接的な活動の経験が可能となり地域に対しての概

念や価値を習得し、より広い地域観を構築する、③地域における現在の問題を知り、解決に向け

て行動できるように訓練されるといった効果が期待できる。地域の資源や人材を学校教育に取り

入れることは、生徒の学びの場を学校から地域に広げていくだけでなく、地域の祭りや行事、ボ

ランティア活動などに興味、関心を示すようになり、あわせて、地域に対し関心および愛着を持

つことにつながっている。また、学校と地域とが連携することにより、学校のことを地域住民が

知る機会となり、教育活動が地域に向かつて聞かれるという効果も期待できる O 地域社会におけ

る効果としては、学校の教育活動が地域に向かつて開かれていくことにより、地域の問題解決や

活性化の効果が期待できる O

学校内での事件等がきっかけとなり、高校を含む学校では安全性の視点から、地域に「聞かれ

た学校jから安全対策重視の「閉ざされた学校」に向かう動きもみられる。しかし、学校と地域

との連携は重要であるという文部科学省の方針 2) もあり、今後、どのような取り組み方が可能

かについての検討は、ますます求められるであろう。その際、学校と地域との連携による教育効

果が、一部の学校、また、一部の生徒に留まっている現状を改善すべく、学校教育全体で地域と

の連携について再度検討する必要がある。

本研究は、平成 15~ 16年度科学研究費補助金(基盤研究 (c) (1)、課題番号 15500518) を

受けて行なわれた研究の一部である O また、本研究の一部は、京都府立大学人間環境学部環境デ

ザイン学科卒業生の小野陽介、橘佑介の両氏の協力を得て行なった。
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注

*1 2002年度に設置されている 4136校の国公立高校に対し、郵送によるアンケート調査を行なった。調査対象は、

高校や周辺地域の状況を把握している立場の、学校長、または教頭、または「開かれた学校j等の地域との

連携に関係する取り組みを担当している教員である。調査期間は、 2002年8月下旬から 9月上旬である。ア

ンケートの調査内容は、①通学園・距離など範囲からみた地域の捉え方、②地域に「開かれた学校」の取り組み、
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③地域と連携を進めていくための要因、④教育面での地域との連携機会および実施方法である。

*2 京都府教育委員会による「土曜日子ども活動支援事業jの一環である。この事業は地域の子どもたちを育て

る環境の充実と聞かれた学校づくりを目指した取り組みである。
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